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岸
の
紛
爭
の
具
體
的
事
愦
を
明
6

に
說
明
す
る
史
料
が
.殘

存

す

る

か
, 

— 

i

も
思
ぅ
が
、
今
は
そ
れ
も
得
^

れ
ぬ
ま
X
•に
、
牧
§

小
川
家
文 

哿
の
み
を
中
心
と
し
て
述
べ
飞
お
く
ァ 

，

史
料
_
0
,而
西
树
：

T

小

幾

文
:*
e

S

五)

.史
料
第ir

「

小
川
家
文
篑

」

’

 

、

ノ 

(

註
六)

.史
料

第

三「

小
爪
家
文
蒈

」

附

記
-

.

 

;

沐

麗

.

1

1>

、
.收
西
村
小
；川
':
#

吾
氏
：所
蔵
が
：諸
史
羅
の
廣
與
を
姨
諾
“
 

:

.
S
れ
、
' 

:

種
ゃ
便
®

を
與
え
ら
れ
た
.こ
と
を
傑
謝
す
る

c

 \

で1" ^> 卜 i 

< *

細成i

武

州

，
一
：
揆

と

農

兵安

澤

#

kM*0

-二
伊
豆
韮
山
の
代
官
江
川
姐
庵,a吾
國
'に
お
け
る
兵
I

革
，©

摩̂
者
.で 

あ
つ
て
、
皮
射
爐
に
ょ
を
大
砲
鑄
造
の
事
蹟
な
ど
ね
ょ
つ
.て
も
有
各
で
.あ 

る
。
彼
は
弘
化
三
年

(一

八
®
六)

以
來
、
再
三
農
兵
制
に
つ
い
て
幕
府 

に
建s

し
て
い
る
。
彼
の
建
白
は
在
命
中
に
は
用
い
ら
れ
る
事
が
な
か
つ 

た
が
、
そ
の
意
圖
す
る
所
は
、
海
防
の
中
核
に
農
兵
を
取
立
て
て
•、
農
業 

0
合
間
に
砲
衝
武
術
の
稽
古
を
さ.せ
.、？非
常
の
.際
に
用
い
る
、
‘
さ
す
九
ば 

財
政
的
な
負
擔
を
幕
府

i

は
諸
侯
が
負
ぅ
事
な
く
、
無
用
の
費
を 

な
す
琪
扒
な
い
と
い
う
點
に
あ
つ
た
。.

.

I

V.
.
:
.

.

，.じ

坦
施
狡
後(

1

八
五
五)

、
文
久
三
年a

八
六
三)

に
至
つ
’て
^

 ̂

は
內
外
の
事
情
に
押
さ
れ
て_>
漸
く
農
兵
制
の
是
弗
如
何
を
有
同
に
問
ぅ 

た
。
赞
否
交
々
で
あ
つ
た
。
賛
す
る
も
の
の
一
人
羽
田
十
左
衞
門
は
、
 

「

後
害
愛
第
一
之
搀Hi

 

.で
あ
る
と
節
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
な
。

「

乎
常
は
農
業
其
外
渡
世
百
姓
並
に
い
た
し
、
非
常
之
節
取
締
筋
は
勿 

論
防
戰
と
も
爲
心
掛
、
御
料
級
又
は
在
組

&

と
嗔
、
農
丘0*

候

は
\
 

#
も
無
之
、
非
常
備
，に
坷
相
成
奉

|

」

沄

々

,

‘：

之
に
對
し
て
、

〔

農
興
不
可
然

j

と
す
る
木
村
政
藏
の
論
’は
次
の
樣
で
あ

「

此
儀
愚
案
に
は
俄£
.股
農
兵
御
取
立
之
事
に
相
成
候
ハ
、
却
而
害 

•
を
生
'し
可
申
哉
に
奉
存
猴

」

■

害
と
'は
百
姓
#
農
兵
な
ど
.に
取
立
て
れ
ば
.や
が
て
反
抗
す
る
者
も
生
ず
る 

..、だ
ろ
，ケ
と
い}
懸
念
.を
內
容
'と
す
る
。
併
し
絕
對
に
反
對
す
る
と
い
う
の 

\で
.は
な
い
。

T

身
一R

宜
も
の
：'■
並
右
子
弟
等
に
而
實
直.之
者」

を
選
ん
で 

..武
藝
の
稽
W
含
さ
せ
る
。.
4の
漾
に
究
^

レ
信
賴
m.
來
る
象
を
結
集
ざ
せ.た
後
、：

農
葡
を
採
ろ
う
上
い
う
：の
で
あ1

る
。
 

,

.

.

-

-

.

右
の
'一
一
つ
..に

代

表

さ

れ

る

農

兵

制

に

つ
い
て
役
人
の
.意見を徵

し
た
幕
府
自
身
：の
態
度
は
、it
に
.ば
農
兵
制
を
採
用
し
な
い
。
併
し
前
述'

の
.木
村
政
藏
の
•意
見
を
#
子
と
し
て
、'_先
ず
|5
目
の
.
周
圍
に
農
民
の
身
ー
兀

究
き
齊
を
結
集
さ
せ
る
方
策
を
と
つ
た
の
で
あ
る
。

'

併
し
實
質
的
に
牡
、.■幕
府
は
右
の
意
見
を
徵
す
る
以
前
、
文
久
ニ
年
以

來
、
農
兵
を
養
成
す
る
途
を
開
き
、

「

兵
賦」

と
稱
し
て
旗
^
!
:
家
人
の

領
分
か
ら
壯
强
の
農
民
を
選
出
せ
し
め
て
こ
れ
を
訓
練
し
て
い
た
の
で
あ
、
 

る
。
へ
大
山
敷
太
郞

「

農
兵
論」

、

E
.
H ノ 

I

)

る
，U

ン「

日
本
に
於
け
る
兵
士
と
農
民

」
) 

. 

右

に

述

べi

な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
武
藏
國
に
お
け
る
農
兵
の
一

例
を
次
に
紹
介
し
よ
う
。"：
：

ぐ
.
：
：
.

坦
庵
歿
後
も
、
世
製
代
官
で
あ
る
江
川
氏
は
引
續
き
そ
の
職
に
あ
り
、

文久三月に、

「

農
§

取
立
-

(

付
ロ
達
書
之
寫」

を
御
代
官
江

川
太
郞
左
衞
K
役
所
ょ
り
廻
付
し
て
い
る
。
こ
れ’に
ょ
る
と
、
江
川
氏
茭

丨
配
の
地
は
、
先
代
坦
庵
の
建a
も
あ
っ
て
、
農
兵
取
立
に
つ
い
て
特
別
な

_

_
_
_

-

-

-

-
-

-
-

p
 v f •i.'f



.

,三
诃

學

會

雜

誌•第
四
十
七
卷
第
三
號

-

.
-

.

扱
を
ぅ
け'て
い
る
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.

.一..
'
.
.
: 

4
.4
!
^
:料
爾
1
.德
.
_農
芘
«
联
立
^

^
仰
付
^
#
代

官

苽

者

嗯

込:■
■:
 

,
;

)

_

兴
々
御
尋
中
龙
铂
當
方
之
義
者
御
先
代
ょ

0 '

被
仰
立
..之
^

|

^

^

:

ぐ 

-.
芽
殿
被
仰
娥
ヲ
：划
御
支
配
所
限
り
御
委
在
相
成
候

i. 

:
:■
■
■/_
/

 

此
.の
樣
に
吏
配
所
限
り
農
英
取
立
0
許
可
を
得
た0;
で
、
.：次
の
：樣
に
農
兵
へ
へ 

取
立
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
. 

•

■■
'
'
.

「

泰
來
武
家I

觸
達
之
：趣
茏
有
之
外
寇
者
猶
更
立
羲
依
而
•

二
唐

':
-
ベ 

■'
■;
.^-
.亂
を
忘
さ.
.る
御
趣
意
ぶ
宿
村
之.憂
藤
を
未
然.

〗

ー
糊
防
亦
被
既
與
之
御
.，
.
.
-'
:

:

V
配

慮
“ 

I

候

乾

盤

差

邮

難

儀

之

節.>
1
:
陷
及
候
而
者
析
角
之
御
仁
惠
：

-ー
离
：
--
: 

(

h

i
意
^
付
«
咼
次
-人

®
#

 
ニ
應
し
過
當
农
相
成
樣
戕
年
强
健
之
、
：へ
：
 

奢

を

以

農

鐘

取

立

期

限

ヲ

定

：め
交
代

^;
备

被

仰

时

與

之

事

c

而

治
.
：-/
:
;
. 

':
-■着
畢
竟
上
衆
國
贫
老
御
爲
下
者
宿
村
無
難
產
業

.子
孫
繁
之
基
本
た
る
義
ノ

V 

,
を
篤
與
辨
別
し
厚
き
御
趣
意
賞
き
候
樣
勉
勵
有

-
r
*

--
-:
:':: 

^
 

こ
こ
に
は
外
患
と
‘共
ね
內
亂
に
つ
い
て
の
危
惧
が

1

で
い
る
。
'
.
i
の

- 

时
外
が
ら
の'封
_

危
濺
^
際
し
で
、»
大
の
：封
建
領
生
德
川
氏
..
の
^
^
:
. 

機
構
.で
.あ
?)
.氟
蔽
並
.に
代
1

所
は
、
：：：そ
の
權
カ
基
盤
'裏

：土 i
の
：み
，
/一： 

#
す

る

事

が

梁

な

く

が

ヶ

、

」

支
配
节
の.村
涔
ぬ
愛
國
沿
の.憤
發

を

通

達::
/:
-
: 

し
'
農
耠
に
ょ
々
戈
權
カ
基
盤
办
擴
充
强
化
を
圖
ク
た
の
が
あ
％

.
:對
外
::
:
:
:
. 

的
に
は
海
防
をl

u

r

M內
的
£
.は
治
安
の#-
を
求
め
^
の
：で
灰
る。

.

.
:

-'
.農
兵
の
組
織
に
關
し
て
饺
^

揭̂

-^
ロ
達
書
之
寫
ド
に̂
隊
^

^
其̂

:,
- 

外
規
則
S

一
 
が
附
さ
れT'
\
'農
兵
隊
組
織
の
準
則
を
知
り
得
る
。
、
そ
れ
に

.

.

… 

ま
れ
ば
''
-
'
'
:
農
5
午

'五
人
で
'
_
1
小
隊
を
な
じ
：
':
>
.高
島
流
小
筒
卸_
但
附
麗
'
、;'
; 

胴
亂
管
入
共
が
貸
诹
さ
れ
る
o
:
.
服
裝
は
、
.異
形
に
な
ら
欠
い
程
度
に

自
分

：：.：—
；

巧」霞
：) ：

r■电 

ベ
べ
；.2
:へ

六
：：

.
f

Q

s

®:■
■.

:,
'

.#
で
腩
拔
立
射
を
用
篇
す
る
'。
'
*隊
に
'は
、/,
'頭
艰
1太

,-
:
'

-

. 

$
:>•
,差
引
役
一
？
：：人
が
置
が
れ
:>
;伤
卒

組(

壹
：祖
五
入

)

：
四

學
.り
な
り
、
夫

々

. 

ぃ
へ
；.の
&
卒
組
人
數
：の
中
に
：小
頭
役
が
截
对
れ
る

。
 ̂ノ
こ
の
樣
な
農.^
隊
を
、

:

~]
組
含
限
り
泰
選
ル
數
艰
極
宮
社
寺
院
境
內

「

其
地
最
寄
都
合
宜
敷
場
所
見 

:',
-
,立
折
角
_
隊
調
練
等
農
隙
を
見
計
稽
宙
荀
爲
致
候

1
.と「

ロ
.達
書
之
寫J 

は
述
ぺ
て:1
>
-
る
?0
:ご
こ
に
1>
$
組
合
と
は
文
椴
十
年
ロ
設
け
ち
れ
た
關
東 

御
改
革
取
締
組
合
，な
：る
村
聯
合
を
さ
す
の
で
あ
る
.。
衝
に
擧
げ
た
木
村

政
.
. 

藏
の
意
属
に
、
：；：：

「

郡
中
村《

を
六
七
ヶ
村
或
ば
十
ヶ
村
位
つ
：、
、

地
勢
に 

「

ベ
.膘
D
關
內
取
^

！̂

如
く
、.組
合
を
立
取
締I

叙
得
.さ
せ
去
々」」

と
‘

:'■
:
.あ
る
趣
皆
に
則
や
た̂
め
で
灰
ぢ
ぅ”
因
め
こ
の
取
締
組
合
と
は
^

日
野 

.

■-
:.
宿
敗
合
を
师
に
と
れ
ば
、
へ

0.
野
宿
外
四
十
六
、ヶ

村

が

大

馨

と

な

り

、
內 

.

.
}
へ
^
小

組

合./
\
傾
に
分
.け
、
：.夫
々

に

好

事.^
0
更
^:
ぞ
.の
上

に

大

姐

ム
#-
事 

含

置

ぎ
,
"主
ど
し
で
治
安
、
.
#察
の
自
治
的i

を
®

つ
た
の
で
あ
る<,
'
_ 

:/
:■:
:行
事
.は
後
.に
汰
惣
代
小
惣
代
と
名
私
變
-£
た
。'.
こ
0 ,
樣
な
封
建
的
支
配
紙 

. >

織
の
±
に
そ
O'
ま
ま
濃
兵
隊
の
組
織
が
置
か
れ
：た
の
、で
あ
る

0
:
.

::■
■''へ
，
：右
©
.韻
な
計
畫
の
卞
に
江
川
氏
支
酿
の
の
地

(
(

武
州
の
中
元
伊
奈
半
左 

'

衞
^,
の
枚
官
支
配
セ
あ.：っ
.た
恤
が
、
斩
裔
汝
の.寬
政
年
間
の
改
易.の
後
、

…

轵
川
.氏
.の支
配
み
な
ク
た
^
で
‘
る
.

)
「k

設
け
e>
-

Hた
^
が
、
後
に
述
べ 

/，
.
'-，
名

黯

ー

：.揆
鎭
壓
に
活
躍
し
壳
農
兵
隊
：で
あ

.冤

田

無

薇

合

農

兵

、

五 

t

村
組
_

兵
;>
-日
.野
宿
組
合
農
兵
隊
並|

組
、
“ 

I野
農
典
、.八: 

一.
：
.

W
子

宿

農

兵

擊

麗'
栗
須
村
擊
劍
組
、.木
曾
組
農
兵
隊
、

三
澤
程
久
保 

:
::
:
.兩
料
の
兵
士.が
出
動
1.
て
い
.る
0 
:
::
卞

'
•
,
:
,
.
■
.

■■

-'
•

'

'

:'
1
,
'
. :

,.治
の
内
日
野
宿
組
合
農
兵
に
つ
い..て.多
少
の
資
料
が
：あ
る
。
こ
れ
につ

策 1

い
て
左
に
述
べ
て
兒
ょ
ぅ
。

 

•

I ：

御

取

締

筋

農

兵

人

選

：帳
_ §

|

猫
連
光
寺
村

」

な
ど
が
あ>0

が
、
.
内
容 

は
い
ず
れ
も
迎
光
券
村
の
農
兵
，の
名

_
で
あ
る
。_

又
，：：

「

寅
八
月
：
；御
取

締 

足

改

帳

翁5

大
外
駿
代
ヒ
が
あ
ヴ
て
プ
五
骄
雜
か
ら
八
潘
組
に
至 

る
一1
十
ケ
村
の|1
合
村
名
と
て
夫.々
.の
.村
か
ら
出
す
人
足
數
ノ
所
持
の
武 

_器
を
_

上
げ
てい̂

-
。

.

.總
計
一.一
一
百
五
十
九
人
、
.鐵
砲
七
十
挺

.f 

.槍
}

m

本
、 

袖
捲I

宇

五

本

丫

鳶

ロ.ー
ー
十
五
本
免
有
丄
で
：い
る
。

)

&
警
衞
人
足
の
中̂ 

.次
惣
代
を■
め
る
の
は
連
光
寺
村
で
、
人
思
四
十

A
、
：鐵
砲
十
一
一
挺
、
N
槍 

二
十
本
、
貝
、
太
鼓
、
袖
捲
：ー

1本
を
有
す
る。
'::
:
,
:

^

.農
兵
办
場
合
の
連
光
寿
村
の
編
成
は
次
め
樣
で
あ
る
。
'

.

,
.
‘.

隊
長
役
：
富
澤
忠
右
衞
門

(

連
光
寺
村
名
並
廉
日
野
宿
組
合
大
慰
把)

'-
-. 

一
 

'目

付

役

-
名
'パ
村
.の
年
寄
役
を
勤
め
て
：ゐ
る
.

)

-
.〔

.

：

パ
：.

使

潘

役

上

ー

名

_
.
:
'
:
.
'
'
ノ

 ''..V

.-

-々 

■'-
. 

:

搶
兵
隊
- :

十

六

名-.(

內
3 £
'
.

人
は
貝
|
^
K人
は
大
鼓
役 

.

農
兵
隊
へ
十
四
人f
i
t入
鐵
,

▲
人
袖
s>

■■
■

•

.

.

.

.
, 

. :

.'
■.

■■
■
:

.じ
惣
勢
ー

1

芊

-六

.A(

：
.
,
'
.
':
:
,
, -
:

.

.人
數

ばis
p

人
！：̂

帳
に
比
べ
一

V.

四
人
少
い
。
，：と.の
樣
に
選
出
さ
れ
た
農
： 

兵
は
村
内
の
各
餍
に
亙
つ
.て
い
る
が
、
指
揮

系

締

は

、

(

名
主
、
及
び
年
寄
役 

な
ど
が
尚
め
て
い
：る
。
.明
治
三
年
の®

に
よ
.つ
て
慶
應一」

年k
,

お
げ
る 

:

眞

の

家

族

內

の

地

位

：
.年
齡
を
推
定
す
る
と
、
：次
の
事
が
い
い
得
る
。 

，
十

九

人

ー

は

戸

主

で

ぁ

り

、

.

悴
或
ぃ
は
弟
は
九
人
で
ぁ
る
。
：

m

十
歳
以
上
は.

ゼ
人
>
5£

:十

歲

以

上

は

九

人

::
-
'
'

1
ー+
歲

以

上

は

ガ

人

、
+

丸
歲
以
下
は
さ 

人
で
あ
る
:-
'(

舍
計
は
ニ
十
八
人
：.で八
人
不
足
は
明
治
三
年
戶
籍
に
見
ぇ
な
，，
 

.い
た
め
除
い
た
^
¥.
ち
農
兵
の
大
部
分
は
壯
年
兮
あ
が
リ
ー
；
家

の

責

任

者

. 

汾

あ

つ

た5
又
と
の
村
に
あ
る.1
.四
十
1
茈
0'
-
_
、
十
.疋
か
舊

兵

に
取

立 

て
ら
れ
た
者
が
所
有
し
て
い
る
。.こ
の
機
に
見
て
ぐ
れ
ば
、
農
兵
に
取
立

X
ら
れ
た
人
々
故
、
村
，2:の
：.上
層
乃
至
社
中
堅
に
屬
す
る<
:々
で
あ
■つ
た

f
 
f
 

o 

V
. 

.

.

. ■

.'.
.

.右
の
翁
に
1
て
1

訓
練
さ
れ
た
農
兵
が
、
..最
初
に
そ
の
存
在
を
世
に 

亲
じ
た
の
は
ゝ
へ
慶
躐
ニ
年
の
武
州
ー
揆
に
際
し
て
で
知
ヴ
灰
。

.

:

.(

附M
)

垛
4
の
史
料
は.武
：州
連
光#
村
富
澤
家
文
書
咚
ょ.る
。

同
文' 

書
に
は
、-:
'が

法

#」

な
ど
の
農
兵
瓢
ボ
に
用い
た
軍
隊
操
典 

-
..
.
、
N:
.類
す
も
も
の
が
^
リ 

當
時
の
斯
兵
語
等
を
知
る
事
が
出
來
る

。
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:■レ
慶
應
ニ.年
.
0

「

八
六
.六)

は
金
國
に
亙
つ
て
百
姓
一

：

探
が
激
發
し、
0 

.末

.に

お

け

る

年

間

一

擞

#
員
.の
ビ
ー
ダ
を
'な
し
て
い
る
。
そ
の

.I

つ
、に
武 

隱

秧

父

郡

名

栗

射

忆

始

ま

づ

た

一

後

が

あ

.る
。
：
.
.
こ
れ
は
忽
ち
の
中
に
秧
.
. 

父
、- ;
.

;

埼
玉
.、

の
i
rs -
に
燃
ぇ
擴
が
つ
て
.、
.江
戸
幕
府
の
威
信
を
脅
か 

し
.た
。-
"最
近
.『

慶

應

丙

惠

ハ

月

醫

蜂

起

柯

毁

見

聞

錄

^

ハ

武

州

多

摩

廊 

一
日
：
野

宿

佐

藤

.氏
^:
-
書 

に
偶
a
し
、
被
ft
!
の
農
兵
隊
と
の
關
連
も
あ
る
の
. 

で
次
に
'「

見
聞
錄」

を
中
心
に
，ー
撲
の
樣
相
を
述
べ
て
見
ょ
ぅ

『

.

「

見
聞
錄J'

の
.筆
者
佐
藤
氏
-は
、
.一
か
の
八
王
.子
千
入
同
心
め
一
人
で
あ 

ゥ
、
#
末
.に
.は
日
_
農
兵
隊
ゅ
用
令
と
：じ
て
農̂
隊
0
!
^
'
に
赏
っ
た
入

興

州r

撥
と
農
兵

七

Q
;
一
 
五)



n
s學
會

雜

黯

第

四
十'七
卷 

>第
ー
1
1號 

;

,

で
あ
る
。

彼

の

蒙

は

新

撰

紐

の

十

：
力
璲
ー
一
で
あ
り
、

近

藤

勇

と

典

に

近



在
の
農
家
の
出
身
で
知
っ
た
。

 

こ
ぅ
し
た
面
に
も
武
州
に
お
け
る
農
英
の 

蚀
格
を
見
る
一
っ
の
鍵
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
明
治
時
代
に
入
っ
て 

良
@
璐

督

動

や

：1
'
_
っ
^
极
據
'^
と
な
，っ.た
時

、
，
先
：頭
に
：立
：
っ

)

た

人
本̂

^

e
、w反
薩
長
®

運̂

動

の

，
性

旅

が

^
と

い

：

:

ヴ
：ぎ

：
，
地

主

層

福

カ

繼

と

の

結

ぴ

付

：の
年
に
、
：

.運
發
消
滅
し
て
行
\ 

•っ
た
顧
過
を
ハ
昆
直
籍
領
ど
し
て
の
で
の
鄉
域
に
お
け
る
指
導
層
の
意 

識
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
必
耍
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

:

却

說

、

：：：「
旧

聞

錄」

' に
よ
：れ
对
、'..
一
揆
の
撮
初
の
狼
火
は
秩
父
郡
名
栗 

一
村
の
窮
民
凡
そ
七
八
十
人
に
よ
っ

(

て
：、.謹

ニ

年

六
;^
十
三
日
曉
，
k
擧
げy 

ら
れ
た
。
發
十
四
日
未
刻
嗔
に
は
凡
そ
一
蹲
人
餘
の
大
舐
隊
と
な
っ
た
。 

r

授
の
打
毁
し
を
党
け
た
村
々
は
、

「

！
麗

」
末
尾
の
記
載
に
よ
れ
ば 

次
の
通
り
で
あ
る
。
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郡

ン
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井
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村
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扇
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村
へ
藤
澤
村

：

ソ 

.
,
.
，
.■
■
所

澤

村

变

松

村.
.
.
永

弗

部
'中

霞

\
.
.
太
灰

保

村'-
野
：
-

MM., 
:
0
m
, 

- 

- 

一
.-
'
.
'..

':
■;
:
:
;
新
座
郡
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村
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與

野

村
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多
摩
郡
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' 柳
窪
村
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■
村
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.爵

村
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'
長
谷
新
田
：
願

生

村

.拜
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.

.

.

「

*
村
_、

「

中
神

村
':
.
.
:
宮

澤

村
'-
小

机

村
:'

以
上
合
計
三
十
ヶ
村
で
あ
る
。

(

明
治
十
六
年
秧
父
騷
動
と
比
較
せ
よ

)

■ 

打
毁
し
を
齋
っ
た
渚
を
典
體
的
に
示
す
と
次
の
樣
で
あ
る
。

、

飯
能
村
富
商
五
軒•：
小

谷

田

拼

澤

邊

の

商

家

，
所

澤

村

米

問

屋

其

外

質

辟

...

• 

k 

n

八

(

三1- 六
)

-

都

合

十

三

軒.
長

裳

田

富

家
• 

_ま
村
?1
|
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:
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宅
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拜

晨

穀

屋
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軒
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久
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郞
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•
城
村
偏
芷 

金
_
ォ
云
豪
家.ノ(

證
書
‘類
燒
.潜)

：
柳
灌
村
富
農
七
次
郞
衞
，
引
又
村
商
屋 

V
九

斬
V
與

野

町

嘗
—一.軒
：•

抓̂

議

家
—.
-

^
':
の

如

ぐ

，

^

富

 

-

商

>

*商、へ

.

S

I一
 
質
ど
が
打
毁
し
の
對
象
と
な
っ

'て
い
る
.

.
右

，の
外
、
：
翁
建
的
支
配
者
に
對
す
石
瓦
抗
と
し
て
、

.引
又
村
に
.あっ
た 

.
•高
I

め
陣
屋
：の
破
却
：が
行
わ
れ
て
い
る
。

へ

 

ペ

,.

.

:
:
:
1

揆
£
ハ
月
十
四.
0所
澤
村
で
一
萬
餘
人
の
次
部
隊
に
擴
大
し
て
い
た 

'の
：で
あ
る
が
、'こ
こ
で
三
手
に
分
れ
た
。
.-1M

は
引
又
村
、
與
野
町
を
經 

て
：、.，
中

仙

道

大

宮

宿

の

■近
傍
觀
音
山
に■立
て
と
も
つ
た
が
、

六
月
十
七
日 

に
關
東
御
取
締
出
役
と
.
大
宮
浦
和
雨
宿
の
人
足
に
攻
め

.ら
れ
て
.
退
散
し 

た
。：1

隊
は
安
松
村
酥
吹
留
村
城
村
を
經
て
柳
窪
村
に
至

'り
、

六
月
十
六 

日
に
.
&

S
.M
合
農
兵
其
外
三
十
餘
人
を
率
い
る
御
代

f

鐵
砲
方
諭
示 

:方
役
人
に
：
鐵
砲
を
打
掛
け
ら
れ
て
敗
走
し
た

。
. 一
S

扇
町
屋
㈣
、

新 

:町
、
青
梅
に
革
っ
て
、
.：.叉
ニ

苧

に

贫

石

。

一
手
ば
大
久
野
村
小
机
村
を 

輕

て

入

野

村

に

至

今

十

六

日

夜

、
五
白
市
村
組
合
農
兵
並
に
檜
原
村
狩 

獵
人
四
、
、.五
苗
人
の
攻
繫
を
ぅ
げ
て
、
解
散
す
る
。

一
字
は
靑
梅
が
ら
長 

谷
新
田
羽
村
福
生
村
拜
鳥
村
中
神
村
宮
澤
村
に
至
る
。
其
人
數
凡
三
千
人 

で
あ
っ
た.。
.こ
れ
を
迎
ぇ
擊
っ
幕
府
侧
は
、
.日
野
宿
農
兵
隊
施
擊
劍
組
四
. 

十
餘
人
、
：
騎
木
野
農
兵
主
十
餘
人
、

.

.八
王
子
宿
農
兵
擊
劍
組

1

一
十
人
程
、 

栗
須
村
擊
劍
組
拾
：

一

一

1

四
人
其
外
ハ
王
子
及
近
村
の
人
足
竹
槍
を
携
ぇ
ズ
馳 

.

.せ
加
わ
っ
た
。'.更
に
木
曾
組
農
兵
隊
十
五
六
人
、

三
澤
程
久
保
雨
村
の
兵 

士
十
七
八
人
が.こ
れ
に
加.わ
み
。
之
等
の
人
數
と
玉
川
筑
地
川
原
で
十
六

&  や

.日
に
衝
突
し
て
、
：
：一
揆
は
敗
走
す

る

が

.
、

.

_

村

近

邊

の

山

に

销

み

也

ま
 

:

つ
X

.'
E
擊
の
^

^
オ
る
:?
.
.翌
十
七
日
、"鐵
砲
數
挺
ゼ
得
て
：箱

根

篇

へ

り 

押
寄
せ
た
が
結
局
散.亂
し
て
■し
ま
々
た
。
農
兵
隊
は
十
八
日
に
拜
島
村
へ 

.钔

返

:^
:
;
_
村

窩
::
^
村

翁

黨

令

鎖

壓

し

て

同

日

：夕
渕
に
歸
村
し
た

;0
.'.

•
翁
の
樣
な
經
過
を
迪
つ.て
、
'十
三
日
に
始
ま
つ
た
ー
.揆
は
ヤ
.八
日
に
は 

全
く
鎭
壓
さ
れ
て
し
ま
つ
た
”
此
の
間
、
常
に
一
揆
に
骤
杭
す
る
武
力
の
。 

—

が
'
,浃
々

：の'地
方
に
如
け
ゲ
農
兵
隊
で
ぁ
.つ
た
瀋
は
：
明
ら
ボ.で
.ぁ
.；
 

る
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-̂
見

還

^
め
筆
啫
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こ
め
顧
靡
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猶
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縣
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濟
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濃
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迎
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祀
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